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鏡
ケ
丘
同
窓
会
の
皆
様
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
日
頃
よ
り
皆
様
方
の
ご

活
躍
を
様
々
な
機
会
で
伺

い
、
た
い
へ
ん
誇
り
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
新
聞
が
皆
様

の
手
に
届
く
頃
に
は
す
で
に

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新

し
い
元
号
が
表
紙
を
飾
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
今

年
の
総
会
の
幹
事
学
年
は
平

成
元
年
の
卒
業
生
で
ご
ざ
い
ま

す
。
総
会
運
営
の
中
心
も
、
昭

和
か
ら
平
成
に
移
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
時
の

経
つ
の
は
早

い
も
の
だ
と

思
わ
ず
に
は

お
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
の
卒
業

学
年
の
中
に
は
ま
だ
理
事
の
い

な
い
学
年
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

理
事
の
い
な
い
学
年
は
、
是
非

と
も
同
期
会
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
、
理
事
を
選
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
理
事
決
定
の
際
に
は
同

　

ぼ
く
ら
の
中
学
、
高
校
時
代

は
、
戦
後
民
主
主
義
は
な
や
か

な
り
し
こ
ろ
で
、
自
治
会
活
動

が
ま
こ
と
に
活
発
だ
っ
た
。
と

く
に
弘
高
自
治
会
の
生
徒
大
会

は
、
血
わ
き
肉
お
ど
る
面
白
さ

だ
っ
た
。

　

学
校
側
の
管
理
体
制
に
不
満

が
あ
る
と
き
は
、
生
徒
大
会
の

議
題
に
さ
れ
て
、
徹
底
的
に
討

論
さ
れ
た
。
次
々
に
講
堂
の
壇

上
に
の
ぼ
る
者
の
演
説
、
と
び

か
う
ヤ
ジ
、
ど
っ
と
起
こ
る
笑

声
…
…
。
あ
の
熱
気
と
、
な
か

に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
茶
目
っ
気

が
、
ぼ
く
に
と
っ
て
の
弘
高
で

あ
る
。
学
校
側
か
ら
い
い
出
さ

れ
た
長
髪
禁
止
は
、
生
徒
大
会

の
反
対
に
よ
っ
て
、
沙
汰
や
み

に
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
生
徒

の
大
半
は
坊
主
頭
で
、
髪
を
伸

ば
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
後
も

少
数
派
で
あ
っ
た
。
大
多
数
の

者
は
、
た
だ
髪
の
か
た
ち
が
上

か
ら
き
め
ら
れ
る
の
を
嫌
っ
た

の
だ
。

年
一
月
十
六
日
に
、
関
係
役
員

が
学
校
に
集
ま
っ
て
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
百
四
十
年
記

念
事
業
は
教
育

設
備
の
援
助
を

中
心
に
行
お
う

と
い
う
話
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
細
か
な
内

容
に
つ
い
て
は
ま
だ
公
に
で
き

ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
勉
強
し
易

い
環
境
を
整
備
し
て
ゆ
こ
う
と

満
は
、
か
な
り
生

徒
大
会
で
の
演
説

や
ヤ
ジ
や
採
決
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ

て
い
た
。
生
徒
同

士
の
あ
い
だ
に
あ

る
対
立
が
表
面
化

す
る
の
は
、
年
に

一
度
の
自
治
会
予

算
を
決
定
す
る
生

徒
大
会
だ
っ
た
。

上
級
の
相
馬
昭
典

や
木
村
善
亜
と

い
っ
た
名
議
長
が
、
い
つ
も
じ

つ
に
鮮
や
か
な
議
事
進
行
ぶ
り

を
示
す
の
だ
が
、
こ
の
と
き
ば

か
り
は
、
よ
り
多
く
の
予
算
を

獲
得
し
よ
う
と
す
る
運
動
部
の

猛
者
と
、
文
化
部
の
硬
骨
漢
が

対
立
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
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窓
会
の
事
務
局
に
連
絡
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
四
年
後
に
は
創
立
百

四
十
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。
本
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令
和
元
年
度
の
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
当
番
制
で
各

同
期
会
が
担
当
し
て
お
り
、
昨
年
は
昭
63
年
卒
の

方
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
１
卒
一
同
（
代
表
・
三
浦
真
介
）
の

出
番
で
す
。
ど
ん
な
企
画
が
飛
び
出
す
か
楽
し
み

で
す
。

　

な
お
、
ご
出
席
さ
れ
る
方
の
み
、
同
封
い
た
し

ま
し
た
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

同
窓
会
運
営
協
力
費
の

　

御
礼
と
お
願
い

　

毎
年
、鏡
ヶ
丘
同
窓
会
運
営
費
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
度
は
約
１
３
８

０
名
余
り
の
方
々
か
ら
４
０
０
万
円
に
及
ぶ
協
力

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
た
く
、衷
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
協
力
金
は
会
報
の
発
行
・
発
送
、
ね
ぷ
た

制
作
援
助
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の
餞
別
、
各
支

部
同
窓
会
総
会
へ
の
旅
費
の
負
担
等
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
協
力

費
は
年
間
１
口
１
０
０
０
円
で
、
１
口
以
上
、
で

き
れ
ば
２
口
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。
同
封
の
振

替
用
紙
で
郵
便
局
か
ら
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
手
数

料
は
同
窓
会
が
負
担
し
ま
す
。

◆
７
月
６
日
（
土
）
午
後
５
時
よ
り

◆
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル 

麗
峰
の
間

◆
会
費　

８
０
０
０
円

総

会

案

内

　　

後
輩
の
支
援
に
協
力
を

後
輩
の
支
援
に
協
力
を

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

中
林　

裕
雄（
昭
39
卒
、弁
護
士
）

る
。

　

あ
わ
や
全
校

生
が
入
り
乱

れ
て
の
乱
闘
必

至
、
と
い
う
混

乱
状
態
に
な
っ

た
と
き
、「
緊

急
動
議
！
」
と

い
う
鋭
い
声
が

出
た
。
そ
れ
は

あ
ら
ゆ
る
議
事

に
優
先
す
る
。
認
め
ら
れ
て
、

壇
上
に
の
ぼ
っ
た
生
徒
は
、「
諸

君
、
講
堂
の
空
気
が
濁
っ
て
い

る
。
ぼ
く
は
窓
を
あ
け
る
こ
と

を
、
緊
急
動
議
と
し
て
提
出
す

る
」
と
叫
ん
だ
。

　

と
た
ん
に
場
内
の
空
気
は
笑

い
と
と
も
に
一
転
し
て
、
乱
闘

は
起
こ
ら
ず
に
済
ん
だ
の
だ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
生
徒
大
会
で
満

場
を
沸
か
せ
、
笑
い
転
げ
さ
せ

た
名
文
句
と
名
ヤ
ジ
は
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。

　

先
生
方
に
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

風
格
の
あ
る
人
が
多
か
っ
た
。

弘
高
の
歴
史
に
お
い
て
ぼ
く
が

も
っ
と
も
誇
り
に
お
も
う
の

は
、
こ
の
脈
々
と
流
れ
る
ユ
ー

モ
ア
の
伝
統
で
あ
る
。

　

弘
高
自
治
会
で
は
、
中
央
委

員
会
（
立
法
）、
執
行
委
員
会

（
行
政
）
と
、
新
聞
局
が
対
等

の
関
係
に
な
っ
て
い
た
。
三
権

分
立
の
司
法
の
役
目
を
新
聞
が

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
わ
け

気
ざ
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
よ

く
弘
高
新
聞
の
紙
上
で
、
学
校

の
や
り
方
を
批
判
し
た
が
、
顧

問
の
小
田
桐
孫
一
先
生
に
、
ほ

か
の
こ
と
で
叱
ら
れ
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
こ
と
で
と
が
め
ら
れ

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
新
聞
を
見
て
分
か
る

よ
う
に
、
文
武
両
道
い
ず
れ

に
お
い
て
も
後
輩
は
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
を
盛
り
上

げ
、
後
輩
達
を
支
援
し
て
行

く
と
同
時
に
、
同
窓
生
の
親

睦
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

も
っ
と
も
誇
り
に
思
う
伝
統

も
っ
と
も
誇
り
に
思
う
伝
統
（
抄
）

（
抄
）

長
部
日
出
雄
（
昭

長
部
日
出
雄
（
昭
2828
卒
、
作
家
）

卒
、
作
家
）

※
長
部
日
出
雄
さ
ん
は
２
０
１

８
年
10
月
18
日
、
84
歳
で
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
文
章
は
、
長
部
さ
ん
が
生
前

わ
れ
ら
が
母
校
に
寄
せ
た
思
い

を
よ
り
永
く
同
窓
生
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
心
に
と
ど
め
た
い
、

と
い
う
願
い
の
も
と
、
御
遺
族

の
御
諒
解
を
得
て
「
鏡
ケ
丘

百
年
史
（
昭
和
58
年
刊
）」
か

ら
抄
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
窓
会
報
編
集
委
員
会
一

同
、
長
部
さ
ん
の
ご
冥
福
を
衷

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
編
集
委
員
記
）

で
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
デ
モ
ク

ラ
チ
ッ
ク
で
あ
り
、
し
か
も
そ

れ
ら
の
頂
点
に
立
つ
最
高
の
議

決
機
関
が
、
弘
高
生
全
員
に
よ

る
生
徒
大
会
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、

ま
さ
に
直
接
民
主
主
義
で
あ
っ

た
。
ぼ
く
は
新
聞
局
で
、
生
意

た
こ
と
は
、
一
度
も
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
先
生
方
は

大
ら
か
だ
っ
た
。
叱
ら
れ
た
の

は
、
生
徒
の
分
を
こ
え
た
無
作

法
と
、
個
人
的
な
無
分
別
で
あ

る
。

　

学
校
に
た
い
す
る
生
徒
の
不
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目
指
す
は
高
文
祭
入
賞

３
年　

白
戸　
　

竣

平
成
30
年
度
　
大
学
入
試
に
つ
い
て

進
路
指
導
部　

寺
山　

明
哲

　

前
年
度
の
自
然
科
学
部
は
、

３
年
生
８
名
、２
年
生
２
名
、１

年
生
７
名
の
計
17
名
で
活
動
を

行
い
ま
し
た
。う
ち
、女
子
部
員

は
４
名
で
す
。

　

物
理
、化
学
、生
物
、地
学
の

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、各
グ

ル
ー
プ
で
実
験
等
を
し
て
い
ま

す
。

　

生
物
で
は
フ
ナ
と
グ
ッ
ピ
ー

の
飼
育
、物
理
で
は
ピ
タ
ゴ
ラ

装
置
の
製
作
な
ど
を
行
い
ま
し

　

平
成
31
年
１
月
の
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
全
国
平
均

点
が
９
０
０
点
圧
縮
型
で
、
理

系
が
５
７
１
点
（
昨
年
５
６
０

点
）、
文
系
が
５
６
９
点
（
昨

年
５
５
２
点
）
で
あ
っ
た
。
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
導
入
（
２

０
２
１
年
度
）
に
向
け
て
、
思

考
力
や
判
断
力
を
測
る
出
題
が

定
着
し
、
昨
年
度
よ
り
平
均
点

が
上
昇
し
た
。

　

本
校
は
理
型
平
均
６
３
６
・

た
。

　

秋
に
行
わ
れ
た
県
総
合
高
校

文
化
祭
自
然
科
学
部
門
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
の
再
現
、炎

色
反
応
の
実
験
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。受
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
受
賞
を
目
指
し
、

大
学
の
先
生
に
質
問
し
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
り

し
、長
期
に
わ
た
っ
て
充
実
し

た
活
動
を
行
い
た
い
で
す
。３

年
生
と
し
て
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト

を
怠
ら
ず
に
精
一
杯
努
め
た
い

で
す
。

　

弘
高
祭
で
は
教
室
で
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
応

援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

２
点
・
最
高
８
１
４
点
（
受
験

者
１
２
６
名
）、
文
型
平
均
６

４
８
・
７
点
・
最
高
８
１
２

点
（
受
験
者
93
名
）
で
あ
っ

た
。
全
国
的
に
６
０
０
～
８
０

０
点
台
の
受
験
生
の
層
が
増
加

し
、
難
関
大
学
合
格
に
は
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
高
得
点
に
加

え
、
二
次
試
験
の
記
述
力
が
重

要
と
な
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
入
試

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
私
立
大

学
の
入
学
定
員
管
理
の
厳
格
化

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

平
成
の
30
年
間
で
、女
子
は
２

度
の
県
総
体
準
優
勝
、男
子
は
、

54
年
ぶ
り
の
優
勝
、創
部
以
来

初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い

う
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。ま

た
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
下
山
大
地
選
手

が
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ「B.LEA

G
U
E

」で
活
躍

中
で
す
。

　

毎
年
、夏
の
Ｏ
Ｂ
会
や
新
年

の
練
習
初
め
の
際
に
は
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
胸
を
貸
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、た
く
さ
ん

の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。昨
年
度
の
県
総

体
に
お
い
て
、男
子
が
３
年
ぶ

り
に
３
位
と
い
う
成
績
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
６
月
よ
り
新
チ
ー
ム

で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「T

rust T
he P

rocess

」

（
信
じ
ら
れ
る
練
習
を
す
る
こ

と
。自
分
た
ち
の
プ
ロ
セ
ス
に

自
信
を
も
つ
こ
と
）を
合
言
葉

に
、全
員
が
目
標
に
向
か
っ
て

１
日
１
日
の
練
習
に
臨
ん
で
い

ま
す
。県
総
体
に
向
け
て
、一
つ

ひ
と
つ
の
課
題
を
解
決
し
、よ

り
良
い
チ
ー
ム
と
な
っ
て
納
得

の
い
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
完
成
の
チ
ー
ム
で

す
が
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

自然科学部
T
ru

st T
h
e P

ro
cess

３
年　

越
前
谷
唯
音
・
佐
藤　

茅
凪

バスケットボール部

ccccccccccccccccccccccccccc

大
人
数
で
活
動
す
る
楽
し
さ

３
年　

今
井　

康
太

写真部
　

４
月
16
人
で
ス
タ
ー
ト
と
し

た
写
真
部
。
現
在
は
３
年
生
が

抜
け
10
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
、
部
会
を
開
き
、

桜
祭
撮
影
会
か
ら
始
ま
り
、
銀

塩
大
判
写
真
現
像
合
宿
、
弘
前

地
区
技
術
大
会
、
弘
高
祭
、
高

総
文
祭
、
地
区
展
へ
の
参
加
。

特
に
、
毎
年
１
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
弘
前
支
局
で
行
わ
れ
る
弘
高

写
真
部
写
真
展
は
、
多
く
の
方

に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
お
褒
め

の
言
葉
は
部
員
の
活
動
の
励
み

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に

出
品
し
、
写
真
甲
子
園
の
本
戦

に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
ま
で
コ
マ
を
進

め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

普
段
の
撮
影
は

個
人
個
人
で
し
て

い
ま
す
が
、
文
化

祭
や
写
真
展
に
向
け
て
は
合
宿

や
撮
影
会
な
ど
で
、
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
ま
す
。
写
真
の

ト
リ
ミ
ン
グ
作
業
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
着
眼
点
の
違
い

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
大
人
数
で

活
動
す
る
楽
し
さ
は
、
お
互
い

に
刺
激
し
合
う
存
在
を
見
つ
け

ら
れ
る
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
切
磋
琢
磨
し
、
良
い
作

品
を
撮
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
関
係
寄
贈
図
書
一
覧

▼
昭
14
卒　

田
辺　

精
三

　
『
昭
和
14
年
３
月

卒
業
記
念
写
真
帖
』

▼
昭
41
卒　

福
田　

友
之

　
『
東
北
北
部
先
史
文
化
の
考
古
学
』

▼
昭
50
卒　

福
原
加
壽
子

　
『D

eath by hanging―
私
刑
―
』

▼
昭
48
卒　

中
嶋　

静
賢

　
『
表
現
に
親
し
む
子
ど
も
を
育

て
る
―
入
門
期
か
ら
の
対
話
を

生
か
し
て
―
』

■
退
職
／
教
諭
・
佐
藤
あ
ん
ず

■
転
任
／
教
頭
・
古
川
浩
樹（
野
辺

地
高
校
長
）教
諭
・
三
和
聖
徳（
弘

前
中
央
高
教
頭
）工
藤
仙
年（
本
校

在
籍
の
ま
ま
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
）

漆
坂
健
太（
大
湊
高
）臨
講
・
阿
保

直
樹（
板
柳
高
）野
呂
海
人（
五
所

川
原
工
業
高
）事
務
主
幹
・
髙
井
都

平
成
30
年
度

（
弘
前
工
業
高
総
括
事
務
主
幹
）

■
転
入
／
教
頭
・
久
保
田
千
夏（
総

合
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー
課
長
）教

諭
・
葛
西
将
之（
青
森
高
）宇
恵
野

直
人（
青
森
南
高
）相
馬
翔
太（
新

採
用
）平
山
智
順（
鶴
田
高
）臨
講
・

鎌
田
薫（
青
森
南
高
）前
島
舜（
青

森
東
高
）工
藤
瑚
菜
美（
弘
前
実
業

高
藤
崎
校
舎
）総
括
事
務
主
幹
・
小

田
切
史（
弘
前
実
業
高
）

に
よ
り
私
立
大
学
入
試
も
厳
し

さ
を
増
し
、
最
後
ま
で
実
力
を

伸
ば
し
諦
め
な
い
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
入
試
と
な
っ
た
。

　

弘
前
高
校
現
役
生
の
結
果

は
、
主
な
大
学
で
は
京
都
大
１

名
、
東
北
大
14
名
、
北
海
道
大

３
名
、
筑
波
大
４
名
、
千
葉
大

３
名
、
新
潟
大
10
名
、
弘
前
大

60
名
（
医
学
部
医
学
科
11
名
を

含
む
）
で
あ
っ
た
。
１
年
次
か

ら
「
規
律
あ
る
自
由
」
の
な
か

で「
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
、
自
分
の
目

標
に
こ
だ
わ
っ
て
受
験
に
向

か
っ
て
い
っ
た
生
徒
が
多
か
っ

表１　平成31年3月卒業生(234名)進路状況（昨年度232名）
受　　験 合　　格 進　　学

国公立大学
306 151 今年 147
287 168 昨年 164

私立大学
233 94 今年　32
183 74 昨年　25

そ の 他
10 8 今年　  7
5 5 昨年  　5

就　　職
4 0 今年  　0
0 0 昨年　  0

進路未定
今年　48
昨年　38

表２　最近６年間の進学率
平成31年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年 平成26年

全体
進学率 79.5% 83.6% 81.4% 74.0% 82.2% 76.7%
卒業者数 234 232 274 277 272 275

男子
進学率 78.2% 78.1% 74.0% 73.8% 81.9% 71.9%
卒業者数 110 105 146 145 133 135

女子
進学率 80.6% 88.2% 89.8% 74.2% 82.7% 81.4%
卒業者数 124 127 128 132 139 140

表３　過去 6 年間のおもな大学の合格者数
（国公立大）

平成31年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年 平成26年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北 海 道 大 3 1 2 9 1 1 3 2 3 2
弘　前　大 60 5 58 12 84 12 74 7 82 21 73 15
岩　手　大 12 10 1 10 10 1 7 2 8 4
東　北　大 14 4 31 3 35 6 16 5 41 2 26 1
山　形　大 6 1 2 2 3 2 1 2
筑　波　大 4 3 1 2 1 3 2
千　葉　大 3 3 1 4 2 6 3 2 3 3
東　京　大 1 4 2 2 1 5 1
一　橋　大 1 1
東京外語大 1 1 2 1 1
東 京 工 大 1 1 2
新　潟　大 10 21 6 2 1 2 2 3 4
京　都　大 1 1 1

計 151 23 168 27 184 39 164 19 178 40 157 41

（私立大）
平成31年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年 平成2６年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

東北医薬大 8 3 2 3 2 6 5 4 2 11
慶 應 大 3 1 1 1 3
中 央 大 5 3 4 2 3 6 1 3 5
東京理科大 3 2 2 8 1 9 3 1 2 1 2 6
日　　大 2 1 3 1 3 4 1 6 5 2 1
法 政 大 3 3 3 4 1 7 1 5 2 3
明 治 大 3 1 2 3 7 8 5 3 6 4 4 2
立 教 大 3 4 1 1 1 6 2 3 3 1
早稲田大 5 1 6 2 3 5 5 1 8 7 3
立命館大 2 1 1 1 1 4 3 3 2 3

計 94 58 74 53 91 101 120 41 113 61 105 37

平成31年3月卒業生の進路状況（3月26日現在）

た
。
そ
の
姿
勢
が
超
難
関
大
や

難
関
大
の
合
格
、
多
様
な
国
公

高
校
１
３
６
年
目
も
、
伝
統
と

魂
を
忘
れ
ず
に
、
人
間
力
と
学

力
に
優
れ
た
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
に
、
全
員
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

立
大
の
合

格
、
国
公
立

大
医
学
部
医

学
科
14
名
合

格
（
卒
業
者

数
に
お
け
る

合
格
率
６
・

０
％
は
過
去

６
年
間
で
２

番
目
）
と
い

う
結
果
に
つ

な
が
っ
た
。

　

令
和
元
年

と
な
る
弘
前

 第36回　鏡ヶ丘同窓会
ゴルフコンペのご案内

　時下、新緑の候、同窓生各位、益々ご清勝
のこととおよろこび申し上げます。
　さて、我々の先輩でありました坂田二郎氏
が、創立百年を記念して始まったゴルフコン
ペも、第36回目となりました。同窓の旧交を
深めるべく、下記要項の通り、開催致します。
各同窓生の皆様へ、声を掛け合いご参加くだ
さいますよう、ご案内申し上げます。

・日時　2019年７月６日（土）
　　　　午前７時30分集合
　　　　午前８時スタート（アウト、イン同時）
・場所　津軽カントリークラブ　百沢コース
・競技方法　18ホールストロークプレー
　　　　　　（新ペリア方式）
・会費　3,000円・プレー代各自
　　　　（当日受付にて徴収）
■申込み方法
　幹事 大村 嗣郎（昭30卒）℡0172-38-3626
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進
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
部

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
に
惹
か
れ
、
弘
高
に
進
学
し

た
い
と
考
え
た
。
当
時
か
ら
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
命
を
懸
け

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
弘
高
に

進
学
し
た
こ
と
が
人
生
の
転
機

と
な
っ
た
。
厳
し
く
も
愛
情
を

も
っ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

工
藤
清
彦
先
生
、
奈
良
昌
孝
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
恩
師
と
の

出
会
い
。
技
能
が
高
く
か
つ
努

力
を
惜
し
ま
な
い
先
輩
た
ち
、

様
々
な
苦
楽
を
共
に
し
た
同
期

底
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
同
じ
方

向
を
向
い
て
勝
ち
取
っ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
だ
っ
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
私
の

人
生
は
変
わ
り
始
め
た
。
先
輩

や
同
期
と
刺
激
し

あ
い
な
が
ら
努
力

を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
、
自
信
を
得

て
い
た
。
迷
わ
ず

に
シ
ュ
ー
ト
を
打

ち
続
け
た
。
全
国

の
レ
ベ
ル
を
経
験

で
き
た
こ
と
で
、

私
の
目
標
は
プ
ロ

選
手
へ
と
変
わ
っ

て
い
た
の
だ
。

　

３
年
間
で
出
会

え
た
人
た
ち
が
、

私
の
一
番
の
財
産

で
あ
る
。そ
の
人
た
ち
の
想
い
、

弘
高
出
身
で
あ
る
と
い
う
誇
り

を
胸
に
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー

し
続
け
る
。













































卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
蛇
穴
　
治
夫 

氏

学
ぶ
と
い
う
こ
と

何
も
考
え
ず
、
ボ
ー
ッ
と
生
き
て

き
た
今
の
私
が
思
う
こ
と

牧
野　

秀
輝
（
昭
50
卒
）

　

私
は
、
１
９
６
２
年
春
大
学

卒
業
し
大
手
商
社
に
３
年
間
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
海
外

協
力
関
係
の
仕
事
に
携
わ
り
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
係
わ
っ
た
海
外
協
力
の

内
容
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
か

れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
民
間
の
海
外
協
力

団
体
の
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
の
団
体
は
、
日
本
の

海
外
協
力
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
の
活
動
を
通
じ
て
、
途
上
国

の
産
業
開
発
や
経
済
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
団
体
に
は
33
年

間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

　

蛇
穴
さ
ん
は
穏
や
か
な
笑
顔

で
小
料
理
屋
の
座
敷
に
現
れ

た
。
彼
を
慰
労
し
よ
う
と
第
四

中
学
校
同
期
生
（
鏡
ヶ
丘
同
窓

●略歴

　昭和54年３月　　　北海道大学理学部生物学科卒業

　　　56年３月　　　北海道大学大学院理学研究科修士課程修了

　　　59年10月１日　北海道教育大学助手教育学部旭川分校

　　　61年３月　　　北海道大学大学院理学研究科博士後期課程修了

　　　63年５月１日　北海道大学助教授教育学部旭川分校

　平成17年６月１日　北海道大学教育学部教授（旭川校）

　　　19年８月27日　国立大学法人北海道教育大学理事（～平成27年９月30日）

　　　27年４月１日　北海道教育大学副学長（兼務）（～平成27年９月30日）

　　　27年10月１日　国立大学法人北海道教育大学長

（～現在に至る）

開校記念講演
平成30年９月28日（金）

学
ん
だ
こ
と
は
、
我
が
国
の
産

業
政
策
の
立
案
と
実
施
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
団
体
の
役
割
の
重

要
性
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
こ
の
団
体
に
籍

を
置
い
て
、
途
上
国
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
４
カ
国
へ
派
遣

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か
ら

は
、
ケ
ニ
ア
（
中
小
企
業
の
育

成
、
２
年
８
か
月
）、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
（
投
資
促
進
政
策
、
２

年
半
）、
エ
チ
オ
ピ
ア
（
地
下

水
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
1
年

半
）
の
３
カ
国
へ
、
ま
た
国
連

工
業
開
発
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
、

本
部
ウ
ィ
ー
ン
）
か
ら
は
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
を
拠
点
に
マ
ラ
ウ
ィ
、

ウ
ガ
ン
ダ
、セ
イ
シ
ェ
ル
ズ（
産

業
振
興
、
２
年
半
）
に
、
長
期

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
の
貴
重
な
経
験
は
、
日
本

人
で
あ
り
な
が
ら
も
世
界
市
民

と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
こ

と
で
し
た
。

　

三
つ
目
は
、

海
外
協
力
コ

ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
所

属
し
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
に
よ
る

途
上
国
対
象

の
「
カ
イ
ゼ

ン
普
及
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

に
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

４
カ
国
に
携

わ
っ
た
こ
と

で
す
。（
カ
イ
ゼ
ン
と
は
、
日

本
的
な
モ
ノ
づ
く
り
の
手
法
や

考
え
方
の
こ
と
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｄ
に

も
Ｋ
ａ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
）

　

そ
の
４
カ
国
と
は
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
（
２
年
間
）、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
（
１
年
間
）、
エ
チ
オ
ピ

ア
（
３
年
間
）、メ
キ
シ
コ
（
１

年
半
）
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
験

を
通
じ
て
確
認

で
き
た
こ
と
は
、

日
本
独
特
と
思

わ
れ
た
カ
イ
ゼ

ン
が
、
国
に
よ

り
あ
る
程
度
の

調
整
や
修
正
が

必
要
で
あ
る
と

し
て
も
、
基
本

的
な
と
こ
ろ
で

は
多
く
の
途
上

国
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

私
の
半
世
紀
に
わ
た
る
海
外

協
力
、
そ
の
中
に
は
、
こ
れ
か

ら
海
外
協
力
に
携
わ
る
人
に

私
の
海
外
協
力
の
半
世
紀

菊
池　
　

剛
（
昭
33
卒
）

講　

師

蛇じ
ゃ
あ
な穴

　
治は

る

お夫 

氏

出
会
い
こ
そ
財
産

下
山　

大
地
（
平
20
卒
）

と
っ
て
貴
重
な
体
験
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
他
に
伝
え
る
こ
と

は
、
体
験
者
と
し
て
の
義
務
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
60
歳
の
時
に
は
、
前
述

の
一
つ
目
と
二
つ
目
の
経
験
を

ま
と
め
て
本
に
し
ま
し
た
。
三

つ
目
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
70

歳
を
契
機
に
大
学
院
に
入
り
、

6
年
掛
か
り
ま
し
た
が
、
博
士

論
文
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
に
は
、
共
著

で
す
が
、
自
分
の
考
え
を
日
本

以
外
に
も
問
う
形
で
英
国
よ
り

出
版
し
ま
し
た
。

　

本
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月

に
は
、
私
は
80
歳
を
迎
え
ま

す
。
幸
い
に
も
、
生
活
習
慣
病

に
係
わ
る
数
値
は
適
正
範
囲
に

あ
り
、
新
た
な
る
視
点
か
ら
の

ま
と
め
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
決

め
て
お
り
ま
す
。

（
株
式
会
社 

日
本
開
発
サ
ー
ビ

ス 

シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

会
員
）
で
一
席
を
設
け
た
の
で

あ
る
。

　

乾
杯
し
、
美
味
し
い
魚
に
舌

鼓
を
打
ち
言
葉
を
交
わ
し
て

い
る
と
心
が

ほ
ぐ
れ
て
い

く
。
酒
の
効

能
だ
け
で
な

く
蛇
穴
さ
ん

の
笑
顔
と
気

さ
く
な
話
し

方
が
こ
の
温

か
い
雰
囲
気

を
醸
し
て
い

る
の
だ
。
懐

か
し
い
話
題

が
い
く
つ
も

出
て
私
達
は

ず
い
ぶ
ん
と

笑
っ
た
。
話
は
今
日
の
講
演
に

も
及
ぶ
。
講
演
会
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
面
々
が
聞
き
た
が
る

の
で
、
拝
聴
し
た
メ
ン
バ
ー
が

伝
え
る
形
と
な
っ
た
。

　

若
い
頃
の
読
書
か
ら
「
勇
気

を
も
っ
て
正
義
を
貫
く
こ
と
や

議
論
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」、

「
先
入
観
や
偏
見
を
も
つ
こ
と

の
危
険
性
」
等
を
学
ん
だ
の
が

蛇
穴
さ
ん
の
人
生
観
の
根
底
に

あ
る
と
い
う
こ
と
。
発
展
途
上

国
の
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
目

的
・
意
欲
の
背
景
に
あ
る
困
難

な
境
遇
や
切
実
感
。
自
分
の
知

識
を
別
の
個
体
に
教
え
る
類
人

猿
ボ
ノ
ボ
の
事
例
。人
間
と
は
、

進
化
の
中
で
学
び
を
楽
し
み
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
た
特
異
な

生
物
で
あ
る
こ
と
。
興
味
津
々

で
聞
き
な
が
ら
、「
チ
コ
ち
ゃ

ん
に
叱
ら
れ
る
」
の
は
自
分
た

ち
の
方
だ
と
冗
談
も
出
る
。
そ

し
て
、
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
生

ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

な
が
ら
も
19
歳
で
早
逝
し
た
少

年
の
詩
に
ぐ
っ
と
き
た
と
の
感

想
に
続
き
、
講
演
後
の
男
子
生

徒
の
質
問
へ
「
あ
な
た
が
僕
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し

ま
す
」
と
返
し
た
蛇
穴
さ
ん
の

真
摯
な
言
葉
に
、
学
ぶ
姿
勢
の

本
質
を
生
徒
た
ち
は
垣
間
見
た

の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
も
出

た
。

　

蛇
穴
さ
ん
は
終
始
嬉
し
そ
う

に
聞
き
、
そ
し
て
散
会
ま
で

熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
学
長
と
し

て
開
拓
し
た
い
こ
と
が
ま
だ
あ

る
の
だ
と
。
彼
の
心
は
す
ご
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
今
も
ぼ
う
ぼ
う

と
燃
え
た
ぎ
っ
て
い
る
の
だ
。

彼
の
熱
い
想
い
は
北
教
大
の
教

職
員
に
浸
透
し
そ
れ
が
学
生
へ

伝
わ
り
、
や
が
て
は
教
育
関
係

職
員
と
な
っ
た
彼
ら
が
子
ど
も

た
ち
の
心
に
学
ぶ
意
欲
の
火
を

灯
す
の
だ
、
と
私
は
思
う
の
で

あ
る
。

の
仲
間
、
支
え
て
く
れ
た
後
輩

た
ち
。
私
は
出
会
い
に
恵
ま
れ

て
い
た
。
３
年
間
で
出
会
っ
た

す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
。

　

２
年
次
の
私
た
ち
は
59
年
ぶ

り
に
県
高
校
総
体
を
制
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
。
３

年
生
が
導
い
て
く
れ
た
。
朝
早

く
か
ら
シ
ュ
ー
ト
練
習
を
し
て

い
た
先
輩
、
練
習
後
１
人
で

黙
々
と
走
る
先
輩
。
そ
の
努
力

が
先
輩
た
ち
の
自
信
の
裏
付
け

で
あ
っ
た
。
私
は
控
え
選
手
で

あ
っ
た
が
、
自
分
の
役
割
を
徹
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昨
年
の
同
窓
会
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
最
後
の
卒
業
生
が
、平

成
最
後
の
同
窓
会
幹
事
学
年
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、さ
ら

に
は
七
夕
の
日
に
30
年
ぶ
り
の

再
会
を
果
た
し
た
同
期
も
多
く
、

と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

ま
ず
、同
期
会（
昭
63
年
卒
）

の
名
称
決
定
か
ら
一
苦
労
し
、

結
局
の
と
こ
ろ
当
時
の
弘
高
祭

テ
ー
マ
か
ら「
翔
鵬
会
」と
名
付

け
ま
し
た
。続
い
て
、余
興
に
つ

い
て
の
打
合
せ
で
す
が
、い
つ

も
酒
が
入
り
過
ぎ
て
次
回
へ
持

　

２
０
１
８
年
太
志
会
開
催

は
、
７
月
６
日
市
内
ホ
テ
ル
で

冒
頭
、
故
・
小
田
桐
孫
一
先
生

の
肉
声
録
音
の
謹
聴
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

（
太
志
会
員
・
楯
記
氏
提
供
）

　

私
達
は
１
年
次
に
ダ
モ
イ
先

生
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
ダ

モ
イ
先
生
は
16
歳
の
私
達
を
一

　

１
０
０
周
年
観
桜
会
の
終

わ
っ
た
翌
日
、
5
月
7
日
午
後

4
時
、
と
こ
ろ
は
土
手
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
。
45
名

の
喜
寿
同
期
生
が
弘
前
八
幡
宮

神
職
の
読
み
上
げ
る
祝
詞
に
頭

を
垂
れ
て
い
た
。

　

昭
和
35
年
卒
の
珊
瑚
会
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
集
い
、

今
回
で
15
回
を
重
ね
た
。
当
初

は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
年

サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
が
、
４
年

は
待
ち
き
れ
な
い
…
の
発
想
で

い
つ
の
頃
か
ら
か
中
間
年
の
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
含
め
2
年

サ
イ
ク
ル
と
な
り
今
回
に
至
っ

た
。

　

平
成
31
年
１
月
４
日
、
弘
前

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
平
成
27
年

卒
業
生
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
卒
業
時
の
担
任
の
先
生

方
7
名
、
卒
業
生
１
２
７
名
、

総
勢
な
ん
と
１
３
４
名
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
起
人

と
し
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

大
し
た
企
画
も
用
意
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
況
を
報
告

　

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
７

月
７
日
、
津
軽
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
百
沢
コ
ー
ス
）
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
夜
か
ら
、
九
州
、
四
国
で

は
大
雨
特
別
警
報
が
出
、
コ
ー

ス
も
悪
天
候
の
為
（
気
温
14
℃
、

東
風
３
メ
ー
ト
ル
）
９
ホ
ー

ル
に
短
縮
し
て

行
わ
れ
、
小
枝

兼
悦
氏
（
34
年

卒
）
Ｎ
ｅ
ｔ
71

で
優
勝
、
準
優

勝
、
渡
邊
明
彦

氏
（
47
年
卒
）

71
・
２
、
同
じ

く
第
一
位
は
佐

ダ
モ
イ
先
生
を
聴
く

２
０
１
８
年 

第
15
回

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
珊
瑚
会
の
集
い

頼
れ
る
仲
間
、１
３
４
名
出
席

梅
津　

榮
樹

梅
津　

榮
樹
（
昭
（
昭
3737
卒
）
卒
）

藤
田　

和
美

藤
田　

和
美
（
昭
（
昭
3535
卒
）
卒
）

工
藤　

成
史

工
藤　

成
史
（
平
（
平
2727
卒
）
卒
）

師
弟
同
行
の
精
神

師
弟
同
行
の
精
神

校
長　
校
長　

鈴
木　

雅
博

鈴
木　

雅
博

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

44444444444444444444444444444

4444444444444444444444

７
月
６
日（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

八
年
ぶ
り
に
経
験
し
た

鏡
ヶ
丘
の
冬
も
、
想
像
し
て

い
た
以
上
に
厳
し
く
、
し
か

し
な
が
ら
二
月
の
下
旬
に
な

る
と
、
真
冬
日
か
ら
少
し
ず

つ
開
放
さ
れ
、
鏡
ヶ
丘
記
念

館
前
の
大
山
桜
も
心
な
し
か

つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始
め
た
よ

う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

心
待
ち
に
し
て
い
る
津
軽
の

春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
、
心

躍
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
各
同
窓
会
支
部

総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

温
か
い
お
も
て
な
し
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
、
さ
ら
に

同
窓
会
の
皆
様
に
本
校
で
の

教
育
活
動
に
対
し
て
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
独
特
の

雰
囲
気
が
あ
り
、
皆
様
の
温
か

い
お
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
校
で

ド
、
様
々
な
武
勇
伝
、
時
が
経

つ
の
も
忘
れ
て
議
論
に
夢
中
に

な
っ
た
こ
と
、
ね
ぷ
た
制
作
な

ど
昔
の
懐
か
し
い
弘
高
魂
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
本
当
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

昭
37
卒
・
太
志
会

珊
　
瑚
　
会

平
27
卒
同
期
会

人
の
将
来
の
希
望
に
沿
う
よ

う
な
、
さ
ら
に
将
来
的
に
そ

の
能
力
・
適
性
を
さ
ら
に
少

し
で
も
生
か
せ
る
よ
う
な
進

路
志
望
の
実
現
を
目
指
し

て
、
師
弟
同
行
の
精
神
で
学

校
教
育
を
行
っ
て
い
く
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。  

  

さ
ら
に
、
四
年
後
に
迎
え

る
百
四
十
年
に
向
け
、
同
窓

会
、
奨
学
会
、
お
よ
び
教
師

と
父
母
の
会
の
つ
な
が
り
を

さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
さ
ら
に
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ち
越
し
。そ
し
て
、振
付
の
練
習

不
足
の
ま
ま
臨
ん

だ「
昭
和
60
年
代

の
ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド

レ
ー
」で
は
、ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
懐
か
し
い

映
像
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

幹
事
学
年
の
機

会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、同

期
の
絆
が
深
ま
り

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ

ル
ー
プ
ま
で
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で

き
心
か
ら
感
謝
致

人
前
の
大
人
と
し
て
扱
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
先
生
の

声
、
蓋
し
半
世
紀
も
前
に
発
せ

ら
れ
た
、
今
に
通
じ
る
斬
新
な

一
言
一
句
に
、
私
達
は
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

心
地
よ
い
緊
張
感
か
ら
解
け

た
そ
の
夜
の
会
合
は
、例
の
ご
と

く
楽
し
く
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

渋
谷
龍
一
会
長
の
凛
と
し
た

開
会
の
挨
拶
。
数
少
な
い
永
遠

の
マ
ド
ン
ナ
を
代
表
し
て
、
あ

の
方
の
「
カ
ン
パ
イ
～
」
の
音

頭
で
一
斉
に
喉
を
潤
し
、喋
る
・

喋
る
…
食
べ
る
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
後
期

高
齢
者
ら
し
い
会
話
が
止
め
ど

な
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
。
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
各

あ
る
弘
前
高
校
に
対
す
る
思
い

と
愛
情
は
ど
の
支
部
に
お
い
て

も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
同
窓

生
の
皆
様
の
お
言
葉
か
ら
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昔
の
名
物
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー

　

ま
た
現
在
の
弘
高
の
進
学
状

況
に
対
し
憂
慮
さ
れ
、
も
っ
と

質
の
高
い
進
学
実
績
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ご
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

生
徒
の
能
力
・
適
性
を
見
極
め

な
が
ら
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
本

平
成
30
年
度
同
窓
会
総
会

同
期
が
多
数
集
結
し
盛
況
に

敦
賀　

鉄
正
（
昭
63
卒
）

同
期
会
・
同
窓
会
の
情
報
を
、

母
校
渉
外
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

第
35
回 

鏡
ヶ
丘
同
窓
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
報
告

大
村　

嗣
郎（
昭
30
卒
）

し
あ
い
、
た
っ
た
４
、５
年
前

の
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と

の
よ
う
に
懐
か
し
み
、
た
だ
た

だ
皆
で
語
り
合
っ
て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
た

め
に
頼
れ
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り

弘
高
時
代
の
仲
間
た
ち
。
こ
れ

か
ら
も
助
け
あ
っ
て
、
支
え

藤
栄
一
氏
（
47
年
卒
）
が
獲
得

し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
〝
弘

高
魂
〟
を
発
揮
さ
れ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
あ

り
、
先
輩
後
輩
の
〝
絆
〟
の
深

ま
る
コ
ン
ペ
で
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
後
、
お
互
い
再
会
を
約

し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
元
年
卒
業
生
の
皆
様
に

は
、本
年
の
幹
事
学
年
と
し
て

の
ご
健
闘
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｈ
Ｒ
ご
と
に
近
況
報
告
。

　

語
る
人
、
語
り
た
が
る
人
、

語
り
す
ぎ
る
人
。
卒
後
58
年
の

歳
月
を
感
じ
る
貴
重
な
時
間
で

あ
っ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
勿
論
、校
歌
・

応
援
歌
斉
唱
で
あ
る
。
歌
に
生

き
が
い
を
感
じ
て
い
る
玉
田
友

一
君
の
千
鳥
足
の
指
揮
で
、
更

に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
薄
暮
の
土

手
町
に
大
合
唱
が
響
い
た
。

「
妻
自
立　

子
供
独
立　

俺
孤

立
」　

伯
龍　

珊
瑚
会
で
孤
立

解
消
を
。
次
回
は
20
年
第
16
回

９
月
９
日

あ
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お願い
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○
平
成
30
年
８
月
16
日
弘
前
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
須
藤
恭
右

さ
ん
（
昭
38
年
卒
）
の
医
療
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

○
消
防
機
器
製
造
販
売
ト
ー
ハ

ツ
社
長
の
猪
股
敏
さ
ん
（
昭
30

年
卒
）
よ
り
事
務
局
に
お
手
紙

　

余
寒
の
候
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
標
記
の
会
を

ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
、

ご
多
用
の
折
に
も
か
か

わ
ら
ず
17
名
の
方
に
ご

参
集
い
た
だ
き
、
同
窓

会
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
は
あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
ご
来
賓
と

し
て
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
副

会
長　

高
橋
信
進 

様
、

弘
前
高
等
学
校
校
長　

鈴
木
雅
博
様
、
弘
前
高
等
学
校

渉
外
部　

小
野
正
己
様
の
３
人

が
弘
前
よ
り
遠
路
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

は
な
は
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
、
参
会
者
の
ス
ナ
ッ
プ
写

真
で
、
盛
会
だ
っ
た
当
日
の
様

子
を
お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
猪
股
さ

ん
は
長
年
の
業
務
精
励
に
よ
り

昨
年
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
昭
27
年
卒
の
田
澤
正
美
さ
ん

か
ら
事
務
局
に
弘
中
校
歌
に
ま

つ
わ
る
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

す
。

　

母
校
の
現
況
、
後
輩
た
ち
の

活
躍
な
ど
の
話
題
や
、
現
役
当

時
の
思
い
出
話
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
参
加
で
き
な

同
窓
生
通
信

若
い
メ
ン
バ
ー
と
も
交
流

秋
元　

琢
矢

秋
元　

琢
矢
（
昭
（
昭
5757
卒
）
卒
）

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4444444444444444444444444444

4444444444444444

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

７
月
６
日（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

新
潟
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

同
期
会
・
同
窓
会
の
情
報
を
、

母
校
渉
外
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

県警同窓会　平成31年１月25日

五所川原支部　平成30年9月14日

獅子の会　平成30年8月14日

田舎館支部　平成30年12月1日

二六会　平成30年9月1日

板柳支部　平成30年6月2日尾上支部　平成30年4月29日

燦々会　平成30年10月12日

四一会　平成30年8月14日

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
弘
中

校
歌
の
原
曲
は
加
藤
明
勝
作
詞
、

永
井
建
子
作
曲
に
よ
る
「
歩
兵

の
歌
」（
大
正
２
年
作
）
だ
そ

う
で
す
。
ご
教
示
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

○
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
さ
れ

た
本
庶
佑
先
生
が
平
成
６
年
に

弘
前
高
校
で
講
演
を
行
い
、
当

時
の
生
徒
３
名
が
本
庶
先
生
よ

り
サ
イ
ン
を
い
た
だ
い
た
と
い

う
情
報
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ

お願い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

○
昭
28
年
卒
の
東
京
双
葉

会
通
信
終
刊
号（
第
58
号
）

＝
写
真
＝
が
事
務
局
に
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
は
、
昨
年
他

界
さ
れ
た
福
澤
平
六
さ
ん

が
、
平
成
５
年
か
ら
発
行

し
て
き
た
手
書
き
の
新
聞

で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。（
事
務
局
）

か
っ
た
皆
様
、
次
回

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
潟
大

学
に
入
学
し
た
１
年

生
８
名
の
方
に
も
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
い
方
々
と
の

交
流
と
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
は
大
き

な
一
歩
で
す
。
新
潟

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
が
さ

ら
な
る
発
展
を
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
平
成
最
後
の
同

窓
会
報
告
と
い
た
し

ま
す
。
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平成30年４月１日～平成3１年３月31日

平成30年度　鏡ヶ丘同窓会会務報告

中村　勝彦
原　　俊輔
原子　　慧
東　　好弘
平泉　哲史
松田千代治
松田奈津子
松永　眞人
間山　重嗣
円子　絢子
三浦　一雄
森　　豊吉
吉岡　利忠
昭和38年
赤川　正広
阿保　耀子
石田　　誠
大塚　三朗
大中　　忠
大和田　強
小山内英尚
小山内光雄
葛西　　修
片岡　　滋
鎌田　徹郎
唐牛　孝之
工藤美穂子
小杉　正幸
斉藤　啓子
櫻庭　秀俊
佐々木誠司
佐藤　周三
色摩　明子
島中　　剛
鈴木　剛仁
鈴木　弘武
竹内　昭江
田辺　義弘
田畑志津子
土田　好彦
戸澤　　忠
戸澤　義夫
永井　三雄
中沼　丈昌
中野　徳隆
中野　善壽
中村　元彦
中山　健司
奈良岡弘治
成田　博美
鳴海　邦碩
西川　勝彦
野呂　昌男
萩野　道夫
平川　正敏
平山　　脩
福士　修成
藤田　征芳
松田　恒蔵
三上　寿夫
水木　蓉子

柳田　晴夫
山内　善浩
山口　富栄
横内　正典
昭和39年
青柳　健一
赤平　和順
秋山　邦男
鰺坂　淑江
新井　　敏
石岡　　徹
一戸　洋次
今村　宣樹
岩見　　裕
太田　宏明
太田　幸雄
小田桐正孝
柿崎　光顕
金枝　　義
鎌田　重輝
古川　道雄
小坂　清弘
小林忠一郎
斎藤　和臣
清水　晃男
白戸　武美
相馬　明男
田沢　一之
舘山　彦雄
田中日出興
棚橋　達彦
田辺　和彦
寺田　　肇
寺山　弘彦
永井　雅廣
中内　むつ
長尾　光洽
長崎　昭義
中林　裕雄
鳴海　光彦
平戸　史子
藤井　資宣
三浦雄一郎
棟方　博文
村上　謙藏
森山　豊三
昭和40年
有賀　孝雄
伊東　廸男
内山　衆一
大河原　隆
奥平　洋子
小山内　晃
小野　克己
葛西　哲彦
加藤　勇一
菊池　正浩
工藤　智規
工藤　　忠
小柳　誠三
斎藤　恭一

佐藤　　静
柴田　哲郎
菅原　康行
鈴木　隆司
関　　光博
千葉　嘉之
對馬　桂子
中川千佳子
成田　助清
鳴海　道安
野崎　梅子
野崎　　嵩
野呂　　進
平野　祐七
宮崎　方嗣
八木橋鉄弘
山形　喜隆
昭和41年
秋元　清仁
一戸　孝之
臼渕　　徹
大津　幸世
小野　一男
葛西　恒雄
葛西　　敞
川越　啓一
川村　敏男
菊池せい子
菊谷　裕悦
北川　順一
櫛引　淳一
今　　和夫
斎藤　正栄
斎藤三千政
佐々木幸男
佐藤　　晃
佐藤　修逸
清水　政尚
田澤　雄作
田中　正彦
田中美智雄
玉川　次郎
戸田　　憲
苫米地　怜
長尾　文博
鳴海　昌彦
二木美保子
西谷　　泰
原子　　健
平尾　　守
平野　富男
福田　建美
福田　友之
町田才之丞
三浦　麗子
村上　良子
森　浩一郎
安田　俊夫
山崎　　均
湯瀬　久美
昭和42年

阿保　積慶
荒城　　正
新谷　文子
石澤　育子
一戸洋三郎
小野　知行
小野ふさ子
折原　　裕
工藤　光隆
工藤　健造
工藤　　静
小林　繁樹
桜庭十三夫
志野　年昭
島中　　章
高橋　　透
高橋　洋子
土岐　憲二
奈良岡修一
成田　堅生
野崎　晴夫
福士　政人
福島　　崇
松木　哲文
村崎　正司
八木橋勇治
吉沢　隆治
昭和43年
秋元　義禮
荒関　徳勝
一戸　　敏
内田　雄二
蝦名　　修
長内　　久
葛西　清一
木村　岩夫
工藤　義春
小寺えみ子
後藤　　博
坂岡　　明
佐々木義春
篠崎　珠樹
鈴木　明子
須藤　俊夫
関場　慶博
竹内　幸子
對馬　省次
中澤　康臣
鳴海　祥博
野呂　幸男
花田　鎮雄
松井　信雄
三上　哲雄
三上　　尚
山上　佳男
犾守　絹江
昭和44年
赤石　　茂
赤平　陽二
秋元　和光
一戸　恵多

今泉　照子
今泉　良郎
蝦名　昭男
海老名徳雪
岡崎　耕衛
小野　徳昭
鎌田美保子
川村　広明
工藤兼太郞
工藤　良一
黒滝裕香子
古川　　隆
小関　萬里
古村　直樹
齊藤　壽雄
佐藤　　仁
里見　和子
清水　郷志
進藤　典夫
新内　　好
鈴木　康志
高橋はるみ
常田　　孝
富岡　文子
西尾　幸一
西谷　　栄
野口　章子
長谷川　明
繁在家　昇
福山　直人
藤田　道昭
船越　素子
松野　俊子
三浦　祥英
三國　典昭
山口　義久
米澤　安衛
昭和45年
青山　仁志
秋元　英志
遠藤　　真
大津　友見
小野寺　縁
鎌田　　恒
川越流美子
川村　邦明
菊池　　潔
木村　郁子
須藤　静子
須藤　博子
清野由紀子
髙橋　行吉
竹浪　　純
中野　幸子
中村　公彦
成田　和義
成田　則正
山谷　金光
矢本　嘉則
昭和46年
赤石美恵子

市川悠紀子
枝村　則彦
大湯茂八郎
工藤　清文
工藤千恵子
今　　隆志
今田　謙二
佐藤　泰子
佐藤　了省
塩見　知子
陣内　絹恵
須藤　俊之
田金　順弘
中嶋　　均
永吉　規子
西澤　明子
平尾　雅世
布施　協一
宮沢　俊子
村上豊千代
山本まり子
昭和47年
五十嵐郁男
石岡　昭年
石岡　具子
今井　高志
宇野　清博
大津　匡志
角田　宏明
加藤　優子
木村　　誠
工藤　敏克
黒滝　恭一
齋藤三千義
佐藤　栄一
澤田　久克
杉田　健彦
鈴木　正代
須々田秀美
武田　優子
對馬　幸雄
中村　彰二
中村　　弘
成田　善一
藤本　泰幸
三浦　　彰
三上　雄二
盛　　一夫
山本　一利
昭和48年
井上　純子
大川　　誠
加福　康麿
菊池　一智
木村　勝康
工藤　武重
齋藤　順子
佐々木　修
竹浪　昭彦
成田　　渉
服部　　庸

藤岡　隆昭
藤田　雅俊
増田　章子
山内　誠一
幸田　茂雄
吉田　恒一
米内山千賀子
昭和49年
飯田　　晃
伊藤　房恵
大滝　次雄
岡本　栄子
小野　大志
櫛引　洋一
小寺　弘幸
佐藤　孝治
柴田　政子
外川　重信
髙橋登貴子
瀧本　壽史
竹森　民樹
舘山　敦子
千葉　武彦
対馬　裕典
中村昭一郎
成田　清文
西沢　　剛
根深　　忠
福井　次郎
福島　伸雄
堀内　治子
円山　昌子
三浦　哲男
三浦　幸弘
三上　昌樹
山形　　陽
山口　　力
横山　幸雄
米澤　眞弓
昭和50年
石川　　玲
伊藤　雅一
岩崎　　一
小山内　眞
川嶋　純子
吉方　りえ
鹿内　伸一
須藤　　悟
高松　文也
玉田　純一
鳥居　　誠
成田　洋子
乗田　朋宏
東　とき子
山口　龍城
山本　勝規
對馬　葉子
昭和51年
赤石　倫彦
荒井　元明
五十嵐　徹

太田　雄三
太田　　斎
川村　明裕
木村　雅之
古川　　修
古川　洋文
小菅　園子
坂本　祐子
佐藤　孝雄
城　　桂子
白藤　尚毅
東野英利子
中島　易子
三上　洋子
山谷　睦雄
幸田　恵子
昭和52年
秋田谷和直
大塚　真司
小笠原　史
尾崎　俊寛
小山内清和
菊地　清夫
工藤　雅哉
工藤　雅義
斎藤　和子
須藤まゆみ
竹内　勇造
坪水　直子
虎谷　正三
永澤　俊之
奈良　俊一
奈良　秀則
藤田　雅巳
保母　朋子
牧野　吉伸
昭和53年
五日市　敬
宇野　善成
柿崎　順子
髙坂　明子
小角和歌子
佐熊真貴子
櫻田　　宏
佐藤あんず
沢田　一博
杉本　　弘
須々田孝聖
福島　正師
水木　清治
吉岡　正俊
昭和54年
長利　伸一
小野　正己
木田　圭介
工藤　隆正
鈴木　雅博
須藤　朗孝
高橋　　聡
寺田　明功
中村　　佐

大塚　啓一
大鶴千恵子
木中　政康
久保由佳子
佐藤　伸之
鈴木　孝之
須藤　武行
竹田奈津子
成田　　治
平井　隆樹
三上　知幸
昭和60年
岩渕　重人
太田　　樹
小原　　理
川崎　成人
葛原　秀人
工藤　智子
高木　正尚
髙桑　寛子
成田　昭吾
濱口　祥子
昭和61年
明本　康伸
浅瀬石久仁子
浅瀬石　悟
大嶋　啓介
大中　　実
加藤　　武
兼平　　裕
木村　次郎
工藤　良成
黒瀧　睦子
高橋　政幸
田辺　　健
中畑　　元
藤村　美香
松井　晃紀
水木　夏彦
宮腰　淳一
三和　聖徳
八木橋靖子
山内　　晃
横澤真理子
昭和62年
秋田　孝洋
石黒　彩子
内海　　剛
木村　正雄
櫛引　唯善
清野　暢邦
高木　　徹
田中　真紀
富田　泰史
鼻和　敏夫
平岡　　学
前山恵理子
三上健一郎
昭和63年
岩崎　哲也
小笠原康雄

小山内一彦
小野　寿夫
櫛田　智美
佐藤　　直
白戸　克明
千葉　嘉亘
敦賀　鉄正
中畑理恵子
橋本吏可子
水木　道子
昭和36年通
藤田　淑江
昭和37年通
和泉　正二
昭和39年通
松野　ツギ
昭和42年通
坂本　守正
昭和44年通
佐藤ふじ子
昭和48年通
伝法谷信一
昭和61年通
極檀多津子
昭和62年通
三橋　　聖
平成１年
浅利　敏江
榎本　純子
齊藤　　香
柴田　修吾
清野　月世
樋川　新一
成田　文宏
原　　直美
蒔苗　伸郎
三浦　真介
宮腰　直樹
平成２年
東　　繭子
大平　哲世
小山　花恵
川村　啓之
小枝　泰隆
近藤　丈晴
齋藤吏可子
田澤　和康
田中　咲子
平成３年
泉谷　賢司
今井知世子
内海　　健
工藤絵里子
工藤理砂子
千葉　裕樹
津島　千聖
成田　諭隆
山口　真吾
山口　静香
平成４年
伊藤　健宏

田中　教文
寺山　明哲
十川　恒寿
成田　千恵
水木　正朝
横山　航平
平成５年
五十嵐喜代敬
石岡　和広
小野健一郎
鎌田　孝教
工藤由希子
相馬　世伸
寺田　貴幸
三上　卓矢
平成６年
阿部　高士
平川　貴子
平成７年
稲葉　友輝
太田　宜邦
小野　潤一
工藤　敏和
成田　喜生
西澤　秀哉
花田　直之
平成８年
岡崎　健一
杉山　知樹
道川　貴生
野村　　農
松田龍太郎
平成９年
秋元　　禮
姉歯志保子
大河原次郎
工藤　和洋
小出　俊輔
鹿内　　葵
田澤　卓治
中川由紀子
中道　哲郎
野崎小三郎
三上　洋平
平成10年
蟻塚　　学
木村　文洋
須藤竜一郎
中束　博之
前田　完治
平成11年
今泉さやか
鍵谷　弘次
兼平　千央
西野　　智
野崎小五郎
日景　聡子
三浦　絢子
三上　あき
三國　典央
平成12年

中林　弓子
中道　卓郎
日景　研一
平成13年
鎌田　耕輔
工藤　倫之
安田　一夫
平成14年
今泉　規史
蔦谷　大輔
中道　健郎
平成15年
石岡　　学
鍵谷真理子
笹　　晃説
中林　矩子
平成16年
今村　淳平
平成17年
加藤　彩乃
佐藤奈々実
須藤　　脩
日景　明夫
福山　朝子
平成18年
市川　淑恵
今村　宏之
佐藤　好真
鈴木　　諒
玉田隆之助
千葉　勇輝
長嶋　悟志
藤田　　環
目時　　京
平成19年
宇野　大輔
加福　潤臣
古賀　知世
平成20年
阿保　直樹
市川　奈菜
加藤　吉晃
黒滝　知優
竹浪　　駿
永野　篤子
福山　寛人
八木橋　恵
平成21年
木村　圭太
木村　美和
南　　弘毅
平成22年
五日市　篤
加藤　　剛
菊池　大貴
鳴海　紘也
吉田　和生
平成23年
市川英里香
大津　恵実
木村　沙耶

三上　亮一
平成24年
五日市奈緒
菅野　真伎
千葉　洸平
乳井　草太
藤本　浩史
前田　貴子
平成25年
浅瀬石　奨
市川　詩乃
大津　真実
大溝　康公
神村明日香
工藤　瑠璃
佐藤　阿弓
関　　　傑
前山　聖耶
平成26年
大竹　芳知
大中　絵奈
大湯　耕大
川原田美雪
菊池耕太朗
小角　　学
千葉　悠也
對馬　美雪
平川　航希
福田　千紘
三上　真緒
村井　湧泉
平成27年
浅井　大晴
芦田雄汰朗
一戸　　寛
大津　留実
小田切　陽
貝塚　勇介
葛原　龍静
佐々木啓太
清野　嘉峻
関　　素子
中村　知愛
宮地　諒輔
平成28年
阿保　武龍
大溝　奏佑
黒瀧　一碩
小沼　　瑞
笹　　峻平
平川　葉月
保田　美佳
山谷　　陽
平成29年
貝塚　　映
神村　直樹
木村　陸人
工藤　琉那
松原　光希
三上　達哉
平成30年

浅瀬石明里
浅瀬石育吹
池島倫太郎
小原　理央
黒瀧　　萌
黄金崎里歩
中村　風然
諸田　直樹
吉田　悠生
四ツ栁里彩子
平成１年通
工藤　公彦
藤田　竹一
平成２年通
工藤美貴子
平成４年通
飯塚　明廣
福井　壽志
平成10年通
石川　リヨ
平成11年通
金田　龍吉
平成13年通
相内　英之
平成14年通
石村　　雅
特　　別
飯田　淳一
石川　　緑
宇藤　裕夫
桶田久美子
小山内慎悟
落合　宏子
葛西　良城
加藤　栄一
加藤　久子
古川　悦子
古川　浩樹
小関　　修
小向　　博
古山　哲司
齋藤　　環
櫻田　泰弘
笹森　　透
相馬美由紀
外川　裕子
高井　　都
髙木　　敬
千葉　芳樹
匿　　　名
中村　正子
日景　正敏
本田　周作
三上あつ子
三上由美子
三上　沙織
三橋　栄蔵
八木澤明美
吉澤　テツ

成田　俊介
福井佐和子
米谷　　勲
昭和55年
四俵　　誠
芦田　豊昭
五十嵐　忍
葛西春季世
佐藤久美子
佐藤　成彦
髙橋　伸光
田名部正成
田村　正人
中野渡瑞子
中村　典雄
藤田　昭彦
松原　真美
三上　義勝
山口　美穂
昭和56年
阿保　雅幸
越後谷直樹
大溝　雅昭
大湯　淳功
兼田　寛悦
川崎　直朗
工藤　禎子
工藤　麻千
後藤　忠志
佐藤　正幸
澤田　雅章
三戸　淳一
白石千寿子
白戸　　輔
神馬　裕司
谷田　尚子
宮川　耕一
昭和57年
石黒　　陽
梅原　一浩
菅野　　洋
小沼　　譲
佐藤　記一
関　　昌子
髙橋みどり
竹子　　生
武田　裕介
沼倉たまき
南　直之進
山口　晴弘
昭和58年
芦田　斉子
石澤修得司
伊東　重豪
大溝　千秋
大湯　智行
小枝　　秀
成田　光美
盛　　和行
昭和59年
虻川　雄介

月 日 行  事  名 参加者

４
26 同窓会役員会 37名
29 娯朗会（56年卒） 40名
29 尾上支部総会 17名

5

7 珊瑚会（35年卒） 43名
18 第１回総会実行委員会 16名
19 東京学生会 21名
19 仙台学生会 ８名
20 関西学生会 20名
31 同窓会報(30号)編集委員会反省会 ６名

6

2 板柳支部総会 30名
14 第２回総会実行委員会 15名
24 宮城鏡ヶ丘同窓会総会 41名
29 教育庁支部総会 30名

7

5 第３回総会実行委員会 17名
6 大志会（37年卒） 29名
7 鏡ケ丘同窓会ゴルフコンペ 25名
7 鏡ケ丘同窓会総会 288名

7・8 鏡ケ丘記念館一般公開 19名
21 30会（30年卒） 28名

8

12 第38回鏡ケ丘親睦野球大会 未確認
12 エコの会（53年卒） 未確認
14 四一会（41年卒） 35名
14 獅子の会（44年卒） 40名
14 さんきゅう会（39年卒） 未確認
14 戊辰会（43年卒） 41名
24 三八会（38年卒） 32名
25 黒石支部総会 34名

9
1 26会（26年卒） 17名
14 五所川原支部総会 37名

10
12 燦々会（33年卒） 50名
20 東京鏡ヶ丘同窓会総会 140名
21 関西鏡ケ丘同窓会総会 25名

12
1 田舎館支部総会 15名
7 県庁支部総会 42名
18 青森支部総会 53名

1

4 Ｈ27年３月卒同期会 134名
24 第１回同窓会報（31号)編集委員会 6名
25 青森県警察鏡ヶ丘同窓会 35名
26 新潟鏡ケ丘同窓会総会 19名

2
8 総会実行委員会反省会 10名
23 藤崎支部総会 37名
28 同窓会入会式 234名

3 28 第２回同窓会報(31号)編集委員会 8名
4 1 同窓会監査 2名
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 弘前から世界を見据えて
梅原　正年さん（昭27卒）　梅原　一浩さん（昭57卒）

　正年先生はインプラント治療におけるパイオニア的道を
歩んでこられた。昭和 40年に弘前市内で歯科医院を開業し、
歯科医師としての軸足を弘前市に置きながらも、海外の学会
に何度も足を運んだ。新しい知識と技術を学ぶには、多くの
時間と労力を捧げてそれに没頭することが必要だ。インプラ
ントの先駆者であるフランスの Dr. シェルシェブの下での勉
強の期間、その姿勢を評価され当時のパリ市長であったシラ
ク氏（後の第 22代フランス大統領）よりパリ名誉市民賞を
授与された。多くのことは海外での交友から学んだ。今回出
版された著書には、そのエピソードも数多く含まれている。
　一浩先生もデジタルデンティストリーの分野等で第一線を

走る。米国留学がものの見方を大きく変えた。どんな分野でもそのフロントラインは
常に世界での鬩ぎ合いだ。日本人の発想は決して海外でも引けを取るものではないが、
外国企業には力があることも事実。情報を発信していく手段としては、外国資本の力
を借りることもストラテジー（戦略）として重要。しかし、人として信頼されるのは

 弘前の文化活性化を
森　　岩樹さん（昭57卒）

　森さんは特定非営利活動法人harappaで監事をしている。
harappaの設立は2003年12月で、主な活動は展覧会や若手
アーティストの支援、アートプロジェクト、映画上映会、ライ
ブコンサート、ワークショップなどで、アートに触れる機会を

弘前市民に提供している。harappaというネーミングは、青森県立美術館の設計者で
ある青木淳氏の論文「原っぱと遊園地」に触発されたもので、「原っぱ」において自由に
遊び、行動し、思う存分アートの世界に浸ることを市民に享受してもらおう、というこ
とが由来。
　harappa の最近の活動としては、今年 3月の harappa こどもびじゅつ部春休み特
別編　彫刻家・三沢厚彦＆写真家・浅田政志ワークショップ「アニマルランド　公園
のなかの動物園」（於：弘前文化センター）、１月の田舎館村クリエイター育成事業ワー
クショップ、昨年では 12月の harappa 映画館「あゝ、荒野」（弘前中三８Ｆスペー
スアストロにて上映）、9月のひろさき美術館３－コラボ×コラボ×コラボ－（ギャ
ラリーまんなか〔弘南鉄道大鰐線中央弘前駅内〕にて開催）、5月の佐々木怜央個展（弘

 一瞬一瞬を言葉に変えて
福原加壽子さん（昭50卒）

　大学時代に帰省列車から青森駅に降り立った時、鉛のよう
に重い津軽の海が目に飛び込んできた。それを自分なりに表
現したいとずっと思っていたとのこと。人によってそれは絵
画や俳句や詩だったかもしれない。加壽子さんにとっての手

段は散文だった。母であり内科医である日常で、自分の時間は極端に限られるに違い
ない。その中で、心に残った瞬間を書き溜めてきた。走り続けた日々の中で、年齢的
にふと立ち止まった時、自分の名前で何かを残してもよいのではと出版を決意したと
のこと。
　医療系の一家に生まれ、医師であったお父様が大好きだった。子供の頃は漠然とし
た不安を感じていたという。お父様は達観したものの見方で泰然と見守ってくださっ
たとのこと。不安は生きるということの裏返し。きっと豊かな感受性を持つ少女であっ

昭和７年
蝦名勝三郎
昭和12年
藤本　文一
昭和13年
今　　武一
昭和14年
柿崎陽三朗
田辺　精三
昭和16年
齋藤　健治
林　　清則
昭和17年
千葉十三雄
松井　一郎
昭和18年
川崎　亮一
昭和19年
工藤　順三
工藤　邦男
桜庭　陽三
佐藤　亮一
清野　利保
時任　昭二
渡辺　弘之
昭和20年
秋元　和好
一戸　孝七
小川　　敦
小野　徳朗
小野　敏男

秋元　良三
兼田　洋三
川崎　勝巳
佐藤　純一
須藤　昭夫
松盛　陽二
昭和25年
阿部　泰久
一戸　克夫
海老名清美
葛西　栄一
葛西　省恒
葛西良二郎
金澤　　隆
川野名　智
神田晃太郎
工藤　正昭
坂本寿太郎
桜庭芳太郎
佐藤　　茂
清水　行正
下山一二三
田澤　安宣
對馬　英輔
土屋　俊夫
鳴海　康安
昭和26年
赤平　誠一
秋元　義隆
石戸谷　武
一戸　　宏
岡田　勇吾
小野　　晃
葛西　昭蔵
葛西　恭治
葛西　英昭
木村　光敏
工藤善一郎
坂岡　　博

佐藤昌覚郎
澤田　泰一
柴田　　晋
相馬　昭典
建部　高明
中嶋嘉四雄
中村　　孝
中村　雄三
奈良　　忠
西塚　　眞
三橋　　寛
安田　良樹
山崎　幸夫
若松　清吾
昭和27年
秋元　克郎
阿蘇　　哲
井澤　文廣
石岡　正憲
石岡　　満
宇野　　孜
梅原　正年
蝦名　保雄
大髙喜久夫
葛西　　正
工藤　良平
工藤　　晃
工藤　慎三
小枝　清作
古川　昭雄
桜庭　　旭
佐々木三男
佐藤　君雄
竹原　昭雄
田伏　正義
中村　義弘
成谷　昭一
堀井　長門
三上　靖介

三上　隆雄
三橋　　寛
宮川　二郎
盛　　清祐
盛　　義明
柳谷武三郎
昭和28年
雨森　輝昌
池田　　敬
石坂　　浩
長部日出雄
小山　秀弘
加茂下　豊
川野名　靖
菊池　輝彦
北畠　徹郎
櫻井　　溥
櫻井麻古人
三戸　一孝
新宅　清司
鈴木　正導
中西　充子
成田　一典
西谷　俊助
花岡　宏六
真嶋　　淳
村上　真完
村谷　邦男
八木橋久二
渡辺　厚吉
昭和29年
池田　浩三
石川　賢助
泉　　　嶺
一条　琢子
一戸　紀美
大沼眞佐子
大和田一衛
岡部　恒子

小田桐清美
加藤　順治
金枝　　亮
川村　　年
櫛引　邦弘
工藤　とし
古川　力男
小林　陽三
斎藤　政一
斎藤満智子
斎藤　　周
笹谷　正一
澤田　　静
神　　忠男
鈴木　漾子
田澤千代子
対馬　紀子
對馬　誠治
外崎　憲治
成田　惠子
成田　静雄
成田　正雄
成田　守夫
鳴海　　隆
西田　容三
花田　聡子
日景　宏和
前田　弘子
光永　道生
宮川潤次郎
宮本奈々子
村田　範子
山崎　ヤヱ
山本由紀子
吉川　瑞浩
昭和30年
秋元良之祐
今井　　孚
内山　善雄

大村　嗣郎
小山　直美
鎌田　禮志
萱野　　彰
河津　恵一
木村　忠資
工藤　武三
黒瀧不二夫
小枝　昭一
小関　克洲
後藤　荘平
斎藤　幸永
斎藤　　哲
佐々木一雄
佐々木　淳
佐藤誠四郎
祖父尼賢一
高木　了司
田口　鉄治
田中　幸子
千葉　　潤
対馬　初美
土田　　謙
中田　健造
中野　健治
奈良岡幸弘
成田　修三
鳴海　弘憲
二唐　東朔
平山　壮三
福地　順一
船水　静児
三上　尚義
宮川　　淳
安田　周平
湯田　利彦
米田　繁男
昭和31年
会津　清英

有賀　正雄
大瀬　　力
太田　耕正
長利　浩三
小田桐駿介
小田桐畝傍
小田切隆昌
葛西　英雄
金澤　　緑
鎌田　学而
唐牛　　襄
木村　公則
楠美　明子
工藤　光男
工藤　純一
工藤　久雄
後藤　　敬
佐々木孝司
佐藤　和則
佐藤　泰弘
丹藤　公雄
外崎　　昭
奈良　弘敏
成田　耕治
西村　政恒
西谷　耕治
西谷　秀雄
藤木　義行
藤本　和子
舟本　　統
三浦　妙子
三上晃一郎
横岡　　一
昭和32年
秋元　善智
秋元　幹雄
阿部　恵子
安倍　政幸
阿保日出一

石田トミヨ
石戸谷　弘
石橋　憲興
石村　秀雄
一戸惇一郎
一戸純三郎
一戸　　章
今井　忠利
岩崎　哲夫
岩渕　弘子
岩谷　泰子
小笠原愼逸
小笠原　勲
小笠原時雄
小野　博光
菊池　孝彦
草刈　　潤
楠美　和文
工藤　朝臣
工藤　秀久
工藤　栄一
小枝　俊治
小舘真佐夫
小舘　玲子
斎藤　　守
斎藤　　健
齋藤　次郎
佐々木　巌
佐々木孝明
佐藤　　勉
佐藤　章道
佐藤　光春
渋川　尚文
祖父尼俊雄
高畠のり子
田澤　郁夫
外崎奈奈美
長尾　章二
中村　　健

名古屋和夫
成田　　眞
成田英久範
鳴海　弘明
西澤　昭悦
西村　　健
二唐　重朗
芳賀　文彦
長谷川勝勇
原子　典文
平山　　寿
福士　壽一
福原　　幸
藤岡　末次
藤田光三郎
船水　長昭
堀川永一郎
松山　繁夫
松山　久雄
丸山　　尚
三浦　精子
三上　瑛子
三橋　正義
森田　昌好
山内　　章
山邊　悠一
山本　セツ
吉川富士保
昭和33年
秋元　年勝
秋元　采子
石田　　稔
越前　武恵
大瀬　久之
葛西　勝尚
嘉瀬　智子
北澤　良子
木村　秀明
工藤　一夫

工藤　直樹
工藤　　登
工藤　正剛
古坂　　光
小林　泰秀
斉藤　邦寛
酒井　重名
佐藤　　宏
鈴木　敬子
高木　昌幸
隆島眞喜子
竹浪　司晃
田澤　賢次
田中　　仁
谷川　セツ
中畑　忠弘
中村　直司
鳴海　敏文
二川原誠逸
野呂　陽一
花田　幸三
原田　幸弘
平山　幹雄
福田　壽徳
福原　建三
伏見　静夫
船水　義三
堀内　光紀
三浦　紀子
水木　厚美
山口　眞彦
横山　喜美
横山　泰久
六本　洽子
若松　　隆
昭和34年
秋元　清治
石戸谷啓子
小山内建紀

川村　貞夫
川村昇一郎
木村　修三
木村あさの
木村　隆一
櫛引　章三
工藤　啓一
工藤紀千蔵
工藤　哲生
栗林　欣一
小枝　兼悦
小中　徳雄
小森　和昭
斎藤　　紀
櫻田　　健
佐々木重昭
佐藤　紀子
佐藤　隆雄
佐藤　睦子
塩谷　駿二
白取　輝夫
髙谷　恒雄
田口　順子
谷村　竹生
田村　郁子
塚本　康喜
冨田　重照
中村　勇一
成田　紘基
成田　昭紀
鳴海　泰典
西谷　邦男
野宮　正行
廣瀬　　博
福田　忠敏
三浦　玲子
三浦　幸雄
宮川　雅子
安田　正英

山下陸奥男
山本　正紀
吉田　　彰
林　　慧子
昭和35年
秋本　　博
秋本　昭子
明比　隆夫
五十嵐弘子
今井　健夫
岩渕　光伸
岡部光太郎
小山田顕裕
工藤　勝弘
工藤　要一
栗田　郁夫
古川　銑一
古川　　孝
佐々野友子
佐藤　公征
佐藤　陽子
須藤　　宏
須藤　牧衛
竹内　正隆
舘山　公文
玉田　友一
千田　勝弘
千葉國美津
中道　靜郎
成田　正光
成田　弘達
二川原和男
藤澤　一夫
藤田　善徳
藤田　和美
逸見　直義
蒔田　弘一
松尾　徹也
松永　宗雄

宮川　忠義
村上　泰彦
森岡　啓二
山形　英雄
山田　猛敏
山本　善弘
横山　　篤
昭和36年
赤平　法導
油川　義博
内海　俊治
越前　　登
大久保誠子
大澤　陽一
大場　良平
小笠原　弘
金沢百合子
川村　哲子
北畠千賀子
木庭袋弘昭
葛原　征夫
工藤美智子
久保田隆二
斎藤　雪雄
櫻庭　忠雄
佐藤　勝美
相馬　正栄
大條　俊彦
髙木　泰宏
高橋　信進
田澤　文雄
土屋比呂幾
中西　重嗣
成田　郁夫
成田　誠治
鳴海　俊治
鳴海　忠孝
藤枝　育子
藤田　宜久

堀内　久子
松井　睦朗
三和　公明
森山　武彦
森山　芳宏
柳原　靖治
渡辺　迪子
昭和37年
青山　晃淳
赤石　昭次
赤平　　實
五十嵐　等
長内　　健
小田桐士郎
小田切克彦
落合　昭子
帯川　雄三
加藤　正大
加藤　　裕
川崎　忠男
菊池　昭夫
木田　多聞
京野　　巖
工藤　　剛
工藤　正穂
小林　弘司
斎藤　重周
坂本三代造
櫻庭　　勤
嶋津　一彦
下山　　康
相馬　将幸
瀧本　幸範
田口　　隆
竹谷　勇勝
對馬　　隆
敦賀　哲朗
富島　英宇
中島　靖雄

葛西　栄治
葛西憲之助
小舘　清實
斎藤　　健
佐々木義郎
奈良岡辰夫
成田　良樹
花田　郁男
山崎　俊三
横山　茂樹
昭和21年
小舘　正実
相馬　達雄
中山　将明
三浦　光義
山田　新一
昭和22年
阿部　恒彦
須藤　倫行
對馬　郁夫
東海　久雄
豊田　伍郎
橋本　亮三
松山　良治
森　　瑞悦
昭和23年
秋元十三郎
石戸谷欣一
蔭山　光顕
髙橋　　章
昭和24年

心があってこそ。新渡戸稲造は
それを Soul of Japan と表した。
　「下医は病を癒し　中医は人
を癒し　上医は世を癒す　せめ
て下医でありたい」が座右の銘
と正年先生はおっしゃる。上医
王国　中医医民　下医医病と
いう 6 世紀ころの中国の医学
書「小品方」にその出典がある
とされる。一方で神の前で誓
うという意味を持つ Profess は
professional の語源である。使
命感を持って仕事をしていくこ
と、それが現在日本を作り上げ
てきた精神の一つではなかった
か。弘前という地にあっても、
プロとしてお二人とも常に視線
は世界へと向いている。
記・八木橋靖子（昭61卒、歯科医）

前市立百石町展示館第１・第 3展示室に
て開催）、3月の夜行庭園 vol.4（藤田記
念庭園洋館での演奏会）など多岐にわたる。
　森さんはharappaに創生期の頃から携
わり、現在はボランティアで監事を務め
ているわけだが、本職はNPO青森県就職
支援チームの代表。求職者が仕事につく
サポートをしていることとharappaの活
動に何かつながりがあるかと尋ねると
「引きこもりがちな若者から仕事の相談
を受けた時、harappa映画館でのスクリー
ン張り、切符係などの手伝いをしてもら
い、社会に踏み出す一歩とした」とのエピ
ソードを語ってくれた。
　仕事で市外にもよく出かける森さんは、八戸のほうが弘前よりも文化への意欲が高
いような気がするので津軽人も負けていられないと話す。harappaの会員増加が、弘
前の文化活性化に繋がるので、皆さんもharappaへの入会をご一考いただきたい。

記・橋本貫司（昭52卒、小野印刷）

たに違いない。その文章の端々には繊細な
表現の一方で人の生死にも対峙する医師と
しての冷静な観察を感じる。
　まだまだ表現したいことは沢山ある。
731部隊の真実にも興味がある。社会的に
不条理を感じることを物語の中に潜ませ伝
えたい。また、アイヌや縄文、十三湊には全
く別な豊かなまほろばの地があったはず。
歴史は常に西側の視点で構成されており、
教科書的な表舞台には出てこないが、この
地に生きてきた者としての反骨精神がある。
　でも、畑の違う出版界は知らないことだらけとのエピソードを面白そうに話して下
さった。ペンネームは「もののおまち」。小野小町のもじりとのこと。お人柄にユー
モラスな一面も垣間見る素敵な方だ。長い冬に耐え花を咲かせる雪割草のような、次
回作を期待しています。	 記・八木橋靖子（昭61卒、歯科医）

略　歴

略　歴

略　歴

梅原　正年 さん
昭和27年４月　弘前大学医学進学課程入学
　　　　　　　同９月　退学
昭和28年４月　東京歯科大学入学
昭和38年３月　東京歯科大学大学院歯科補綴学専攻終了
　　　　　　　歯学博士
　　　　　　　日本口腔インプラント学会常任理事・
　　　　　　　日本口腔インプラント学会東北北海道
　　　　　　　支部長　他
平成30年12月　「健康長寿　歯科インプラントの常識」
　　　　　　　発刊

梅原　一浩 さん　
昭和63年３月　東京歯科大学卒業
平成４年３月　東京歯科大学大学院歯学研究科（歯科
　　　　　　　補綴学第２講座）修了　歯学博士
平成５年８月　ペンシルベニア大学歯学部歯周補綴学
　　　　　　　講座留学
平成６年10月　梅原歯科医院　勤務　現在に至る
　　　　　　　日本口腔インプラント学会指導医・専
　　　　　　　門医　日本歯周病学会専門医　日本補
　　　　　　　綴歯科学会指導医・専門医

昭和57年３月　獨協医科大学卒業
昭和62年３月　弘前大学大学院医学研究科
　　　　　　　修了（博士・医学）
　弘前大学附属病院、弘前市立病院、青森
　市民病院、大館市立病院、西北中央病院、
　つがる市立成人病センターなどに勤務。
　現在つがる市民診療所にて診療に従事。
　第26回ゆきのまち幻想文学賞
　「馬橇と少女」で佳作受賞
平成30年10月　「Death by hanging
　　　　　　　－私刑―」文芸社　上梓

昭和62年３月
　中央大学法学部法律学科卒業
昭和62年４月～平成14年４月
　弘前流通団地協同組合　事務局　入局
平成25年４月～平成27年３月
　ひろさき若者サポートステーション
　総括コーディネーター
平成26年５月～現在に至る
　特定非営利活動法人青森県就職支援チー
　ム代表理事就任
平成28年４月～
　青森県教育支援プラットフォーム中南地
　区実行委員会委員長
平成31年４月～
　青森県がんピアサポーター就任
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5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

55555555555555555555

編

集

後

記

あ
り
が
と
う
、石
川
緑
さ
ん

あ
り
が
と
う
、石
川
緑
さ
ん

工
藤　

成
史
（
平
27
卒
、
弘
大
大
学
院
）

マ
ジ
シ
ャ
ン
如
月
琉
見
参
！

マ
ジ
シ
ャ
ン
如
月
琉
見
参
！

行
方　

知
代
（
平
６
卒
、
東
奥
日
報
社
）

住
所
変
更
な
ど
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
７
２
―
32
―
８
５
４
５
）

　

40
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ

て
弘
高
と
共
に
過
ご
し
た
女
性

が
い
る
。
石
川
緑
さ
ん
だ
。
ご

存
知
の
同
窓
生
も
た
く
さ
ん
い

る
は
ず
だ
。
な
ん
と
昭
和
53
年

5
月
か
ら
ず
っ
と
弘
高
に
勤
め

て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん

な
石
川
さ
ん
だ
が
、
信
頼
で
き

る
後
任
が
見
つ
か
り
平
成
30
年

度
を
も
っ
て
退
職
な
さ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
退
職
に
際
し
て
い

ろ
い
ろ
と
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

途
中
、
も
う
年
だ
か
ら
と
お
っ

し
ゃ
る
石
川
さ
ん
だ
っ
た
が
、

校
舎
間
の
移
動
を
近
道
し
よ
う

と
、
連
絡
通
路
の
屋
根
の
上
を

走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
他
の
先

生
に
見
つ
か
り
、
母
親
に
も

こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
た
の
は
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
。

　

勉
強
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た

が
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
特
性
か
、

ヤ
マ
を
当
て
る
の
が
得
意
で
、

成
績
は
良
か
っ
た
。
今
ほ
ど
世

の
中
に
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
な

い
た
め
、
マ
ジ
ッ
ク
に
関
す
る

洋
書
を
買
っ
て
英
訳
し
た
り
し

た
。

　

難
関
の
早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
部
に
進
む
も
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
の
活
動
に
本
腰
を
入
れ
る
た

め
に
中
退
。
４
年
ほ
ど
前
に
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
ら
が
所
属

す
る
芸
能
事
務
所
「
グ
ル
ー
プ

カ
ン
パ
ニ
ー
」
入
り
し
て
か
ら

　
「
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
を

深
く
さ
ぐ
っ
て
強
く
引
き
出
す

人
」
を
弘
高
の
「
目
指
す
人
間

像
」
に
定
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、

「
孫
さ
ん
」「
ダ
モ
イ
」
の
あ
だ

な
と
と
も
に
今
も
名
校
長
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
る
、
第

22
代
校
長
小
田
桐
孫
一
先
生

（
１
９
１
１
～
82
年
）
の
肉
声

を
記
録
し
た
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

テ
ー
プ
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
昨
年
分
か
り
、
同
窓
の
間
で

大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

テ
ー
プ
は
、
１
９
７
０
年
、

72
年
の
卒
業
式
の
様
子
を
記
録

し
た
も
の
で
、
孫
一
先
生
の
自

宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
、

楽
し
い
思
い
出
の
一
つ
だ
。

　

石
川
さ
ん
の
お
仕
事
を
紹
介

す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
つ
な

く
こ
な
す
の
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
お
金

を
扱
う
会
計
の
お
仕
事
は
誰
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
や
っ
と
や
め
ら
れ

る
、
と
笑
い
な
が
ら
冗
談
め
か

す
石
川
さ
ん
。
心
は
う
ら
ら
か

だ
。
よ
う
や
く
後
任
が
決
ま
り
、

ほ
っ
と
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

若
か
り
し
石
川
さ
ん
が
過
ご

し
た
時
代
は
古
き
良
き
趣
き
を

残
し
て
い
た
。
廊
下
を
く
わ
え

煙
草
で
歩
く
教
師
が
い
た
。
今

で
は
セ
ク
ハ
ラ
に
な
る
よ
う
な

発
言
も
み
ん
な
で
笑
い
あ
っ
た
。

教
職
員
の
忘
年
会
で
は
職
員
同

士
が
け
ん
か
し
、
座
布
団
を
投

げ
合
い
、
ヘ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
を
か

ま
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

僕
ら
平
成
生
ま
れ
に
は
想
像
も

で
き
な
い
も
の
す
ご
い
光
景
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

石
川
さ
ん
は
茶
道
に
通
じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
弘
高
生
に
は

勉
強
だ
け
で
な
く
、
お
抹
茶
を

も
の
お
じ
せ
ず
に
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
、
日
本
文

化
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
世
界
に
は
ば
た

く
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
石
川
さ

ん
の
願
い
だ
。

　

石
川
さ
ん
、
40
年

も
の
間
、
弘
高
の
た

め
に
、
同
窓
会
の
た

め
に
、
お
骨
折
り
く

だ
さ
り
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
か
つ
つ
が
な
く
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

は
、
企
業
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼

ば
れ
た
り
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
道
に
進
ん
だ
こ
と
を
、

「
一
生
で
き
な
い
体
験
が
で
き

て
い
る
」
と
話
す
如
月
さ
ん
。

「
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
生

徒
を
信
じ
て
く
れ
た
か
ら
で

し
ょ
う
」と
い
う
弘
高
時
代
も
、

今
の
自
分
を
つ
く
っ
た
大
き
な

要
素
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

古
里
に
向
け
て
「
子
ど
も
の

こ
ろ
は
都
会
で
生
ま
れ
た
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
今
は
と
っ
て
も
青
森
県
が

大
好
き
。
食
べ
物
は
お
い
し
い

し
、
い
い
人
が
多
い
し
。
ま
た

青
森
に
マ
ジ
ッ
ク
し
に
行
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
っ
た
。

１
９
９
９
年
卒
、
本
名
・
三
上

龍
。
近
年
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組
に
出
演
し
て
超
絶
技
巧
の
マ

ジ
ッ
ク
を
繰
り
出
し
、
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ

ン
ら
人
気
芸
能
人
の
度
肝
を
抜

い
た
り
も
し
て
い
る
。

　

如
月
さ
ん
は
大
鰐
町
出
身
の

38
歳
。
小
学
生
で
マ
ジ
ッ
ク
に

興
味
を
持
ち
、
中
三
デ
パ
ー
ト

で
手
品
グ
ッ
ズ
を
買
っ
て
は
、

ク
ラ
ス
の
お
楽
し
み
会
で
披
露

し
た
り
し
た
。ク
ラ
ス
中
が「
地

割
れ
す
る
ぐ
ら
い
受
け
た
」（
如

月
さ
ん
）
経
験
か
ら
、
プ
ロ
マ

ジ
シ
ャ
ン
に
な
り
た
い
と
決
め

た
と
い
う
。

　

ど
ん
な
高
校
生
だ
っ
た
か
尋

ね
る
と
、
間
髪
入
れ
ず
、「
ネ
ッ

ク
は
お
ふ
く
ろ
で
し
た
」。
母

親
は
三
上
文
世
さ
ん
。
一
定
の

世
代
の
卒
業
生
の
記
憶
に
は
、

よ
く
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
弘

高
の
体
育
教
諭
で
、
如
月
さ
ん

の
在
校
時
も
在
籍
し
て
い
た
。

　
「
学
校
に
行
っ
て
も
母
親
が

い
る
っ
て
、
地
獄
で
す
よ
」。

（中央が石川さん）

如月琉さん

第
32
代
校
長
だ
っ
た
高
橋
信
進

さ
ん
（
昭
36
卒
）
が
譲
り
受
け
、

Ｃ
Ｄ
音
源
化
し
た
。

　

72
年
は
、
孫
一
先
生
が
定
年

退
職
で
弘
高
を
去
っ
た
年
。
先

生
は
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
ヒ
ル

ト
ン
の
「
チ
ッ
プ
ス
先
生
さ
よ

う
な
ら
」
を
引
き
な
が
ら
「
教

　
「
表
彰
状
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
賞
、弘
前
高
校

殿
！
」。木
田
龍
基
さ
ん
の
答
辞

が
、こ
と
し
の
卒
業
式
の
話
題

を
独
占
し
た
。母
校
へ
の
謝
意

を
、表
彰
状
授
与
に
た
と
え
表

現
し
た
、笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

名
文
。地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
る

べ
く
、弘
高
生
が
背
負
う
宿
命

も
十
分
に
に
じ
ん
で
い
た
。「
長

部
さ
ん
が
言
っ
て
い
た『
ユ
ー

モ
ア
の
伝
統
』は
、ま
さ
に
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
」

─
。目
か
ら
あ
ふ
れ
る
も
の
が

止
ま
ら
ず
、愚
息
と
声
を
合
わ

せ
る
は
ず
だ
っ
た
最
後
の
校
歌

は
、と
う
と
う
一
節
も
歌
え
ず

じ
ま
い
だ
っ
た
。

　

長
部
先
輩
、ご
安
心
く
だ
さ

い
。わ
れ
ら
が
心
の
故
郷
の
後

輩
た
ち
は
、今
も
な
お
意
気
軒

昂
で
す
よ
。　
　
　
　
　
（
英
）

え
子
た
ち
よ
、
人
生
の
旅
人
た

ち
よ
、
旅
支
度
せ
よ
。
十
分
に

翼
を
張
り
、
ど
ん
な
風
圧
に
も

耐
え
ら
れ
る
よ
う
翼
の
付
け
根

を
固
め
よ
」
と
卒
業
生
た
ち
を

鼓
舞
し
、「
鏡
ケ
丘
の
子
供
た

ち
よ
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
、
30

分
に
わ
た
る
最
後
の
授
業
を
、

万
感
の
思
い

と
と
も
に
締

め
く
く
っ
て

い
る
。

　

高
橋
さ
ん

は
音
源
の
複

製
を
、
弘
高

は
じ
め
関
係

各
所
に
寄
贈

し
た
ほ
か
、
同
窓
の
求
め
に
応

じ
て
頒
布
。
ま
る
で
孫
一
先
生

が
目
の
前
に
い
る
か
の
よ
う
な
、

鮮
明
な
そ
の
音
声
は
、
多
く
の

同
窓
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

弘
高
新
聞
部
顧
問
だ
っ
た
孫

一
先
生
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
、

直
木
賞
作
家
の
長
部
日
出
雄
さ

ん（
昭
28
卒
）は
、昨
年
10
月
に

亡
く
な
る
直
前
に
、高
橋
さ
ん

か
ら
Ｃ
Ｄ
を
送
ら
れ
、音
声
で

よ
み
が
え
っ
た
恩
師
と
再
会
。

高
橋
さ
ん
に「
魂
を
揺
る
が
す

感
動
」と
題
す
る
礼
状
を
送
り

「
こ
の
Ｃ
Ｄ
あ
る
か
ぎ
り
、小
田

桐
孫
一
先
生
の
人
生
と
思
想
は

不
滅
で
あ
ろ
う
」と
絶
賛
し
た
。

　

孫
一
先
生
が
最
後
の
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
、
72
年
卒
の
同

期
会
「
孫
の
会
」
で
は
、
夏
の

同
期
会
で
音
源
を
謹
聴
し
た
ほ

か
、
全
員
に
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
た
。

　

孫
一
先
生
の
研
究
を
ラ
イ
フ

孫
さ
ん
、お
久
し
ぶ
り
で
す
…

孫
さ
ん
、お
久
し
ぶ
り
で
す
…

肉
声
テ
ー
プ
発
見
、同
窓
に
感
動　

外
崎　

英
明
（
昭
61
卒
、
東
奥
日
報
社
）

ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
高
橋
さ
ん

は
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
な
ど
の
経

験
を
通
じ
て
の
重
い
言
葉
だ
が
、

そ
こ
に
は
幼
い
こ
ろ
に
母
の
手

に
触
れ
た
と
き
の
よ
う
な
ぬ
く

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
、
多

く
の
同
窓
と
分
か
ち
合
っ
た
思

い
を
代
弁
し
て
い
る
。

故　小田桐孫一先生


